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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間（平成28年６月21日～平成28年９月20日）におけるわが国経済は、企業収益の改善が

進み、雇用・所得環境は緩やかな回復基調にあるものの、中国をはじめ新興国や資源国等の景気の下振れに加え、

英国のＥＵ離脱問題の影響が懸念されるなど、景気の先行きは依然として不透明な状況で推移いたしました。

当社グループを取り巻く経営環境につきましても、同業他社による積極的な出店やネット販売の拡大に加え、Ｍ

＆Ａ等の業界再編の動きが見られるなど、依然として厳しい状況が続いております。

このような状況の中、当社グループは、「近所で生活費が節約できるお店」をコンセプトに、地域シェアを高め

るためドミナントエリア構築に邁進いたしました。また、異業種を交えた価格競争が激化する中、従来のメガドラ

ッグストアを進化させたNew300坪タイプのディスカウントドラッグをレギュラー店と位置づけ、ＥＤＬＣ（エブリ

デイローコスト）及びＥＤＬＰ（エブリデイロープライス）の追求に尽力いたしました。

当第１四半期連結累計期間における新規出退店につきましては、New300坪タイプの店舗を岐阜県に９店舗、愛知

県に１店舗、石川県に２店舗出店し、従来のメガドラッグストアを１店舗閉店いたしました。これにより、当第１

四半期連結会計期間末における店舗数は、売場面積300坪超の大型店82店舗、300坪タイプ74店舗、小型店５店舗の

合計161店舗となりました。

この結果、当第１四半期連結累計期間における売上高は207億６百万円と前第１四半期連結累計期間に比べ26億74

百万円(14.8％)増加いたしました。利益に関しましては、経常利益11億17百万円と前第１四半期連結累計期間に比

べ４億46百万円(66.6％)の増加、親会社株主に帰属する四半期純利益は７億59百万円と前第１四半期連結累計期間

に比べ３億21百万円(73.5％)の増加となりました。

次に、当第１四半期連結累計期間における業態別の売上高を見ますと、「大型店」140億13百万円、「300坪タイ

プ」59億30百万円、「小型店」２億１百万円、「その他」５億61百万円となりました。また、商品別の内訳では、

「食品」114億33百万円、「雑貨」34億13百万円、「化粧品」29億98百万円、「医薬品」24億18百万円、「その他」

４億42百万円となりました。

（２）財政状態に関する説明

当第１四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ17億13百万円増加し、463億95百万円と

なりました。これは主に、現金及び預金が４億29百万円、商品が５億24百万円、有形固定資産が９億31百万円増加

した一方、流動資産その他が２億85百万円減少したことによるものです。

負債合計は、前連結会計年度末に比べ10億53百万円増加し、331億51百万円となりました。これは主に、買掛金が

４億85百万円、１年内返済予定の長期借入金が３億92百万円、賞与引当金が１億33百万円、長期借入金が９億21百

万円増加した一方、未払法人税等が４億13百万円、流動負債その他が６億30百万円減少したことによるものです。

純資産合計は、前連結会計年度末に比べ６億60百万円増加し、132億43百万円となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

当連結会計年度（平成29年６月期）の業績見通しにつきましては、平成28年７月22日に公表いたしました連結業

績予想から変更ありません。
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

　 該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

　 該当事項はありません。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

　 該当事項はありません。

（４）追加情報

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を当第

１四半期連結会計期間から適用しております。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成28年６月20日)

当第１四半期連結会計期間
(平成28年９月20日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,605,661 2,035,432

売掛金 623,409 658,800

商品 10,341,622 10,865,750

貯蔵品 20,256 15,250

その他 1,271,801 986,440

流動資産合計 13,862,751 14,561,673

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 19,909,011 21,199,959

その他（純額） 6,272,670 5,912,978

有形固定資産合計 26,181,681 27,112,938

無形固定資産 249,462 248,869

投資その他の資産

その他 4,403,103 4,487,060

貸倒引当金 △15,000 △15,000

投資その他の資産合計 4,388,103 4,472,060

固定資産合計 30,819,246 31,833,868

資産合計 44,681,997 46,395,542

負債の部

流動負債

買掛金 10,174,231 10,659,367

短期借入金 700,000 800,000

1年内返済予定の長期借入金 5,312,472 5,705,418

未払法人税等 731,602 317,933

賞与引当金 46,650 179,919

ポイント引当金 245,028 255,335

その他 2,735,430 2,104,929

流動負債合計 19,945,416 20,022,904

固定負債

長期借入金 10,457,022 11,378,831

資産除去債務 927,446 991,850

その他 768,560 757,996

固定負債合計 12,153,029 13,128,679

負債合計 32,098,446 33,151,583
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成28年６月20日)

当第１四半期連結会計期間
(平成28年９月20日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,076,821 1,076,821

資本剰余金 880,475 880,475

利益剰余金 10,613,960 11,267,400

自己株式 △763 △763

株主資本合計 12,570,494 13,223,934

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 5,604 5,683

為替換算調整勘定 7,452 △87

その他の包括利益累計額合計 13,057 5,595

新株予約権 ― 14,429

純資産合計 12,583,551 13,243,959

負債純資産合計 44,681,997 46,395,542
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成27年６月21日
　至 平成27年９月20日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成28年６月21日
　至 平成28年９月20日)

売上高 18,031,552 20,706,141

売上原価 14,184,770 15,892,066

売上総利益 3,846,782 4,814,075

販売費及び一般管理費 3,231,306 3,752,883

営業利益 615,475 1,061,191

営業外収益

受取利息 4,207 3,949

受取賃貸料 66,499 65,097

受取手数料 29,608 33,241

その他 27,268 30,175

営業外収益合計 127,583 132,464

営業外費用

支払利息 15,932 15,614

賃貸費用 51,078 53,755

その他 5,143 6,448

営業外費用合計 72,154 75,818

経常利益 670,905 1,117,837

特別損失

減損損失 4,682 ―

特別損失合計 4,682 ―

税金等調整前四半期純利益 666,222 1,117,837

法人税、住民税及び事業税 249,411 285,139

法人税等調整額 △20,766 73,491

法人税等合計 228,645 358,630

四半期純利益 437,577 759,206

親会社株主に帰属する四半期純利益 437,577 759,206
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成27年６月21日
　至 平成27年９月20日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成28年６月21日
　至 平成28年９月20日)

四半期純利益 437,577 759,206

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △1,877 79

為替換算調整勘定 1,176 △7,540

その他の包括利益合計 △701 △7,461

四半期包括利益 436,876 751,745

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 436,876 751,745

非支配株主に係る四半期包括利益 ― ―
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　 該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　 該当事項はありません。

（セグメント情報等）

　当社グループは、医薬品、化粧品、雑貨、食品等の小売業という単一セグメントであるため、記載を省略してお

ります。
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